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今年 4 月から幟町教会に来

させていただいています、援

助修道会のシスター木村恭子
きょうこ

です。幟町教会では教会学校

で小学生の担当、聖書 100 週

間、信仰入門講座、CLC（クリ

スチャン・ライフ・コミュニテ

ィー）のガイドをしています。 

その他の所では、日常生活

の中での霊操の同伴や、8 日間

の黙想の同伴、祈りを深める研修会やカバ

ルス研修会（霊的心理的成長のためのワー

クショップ）のファシリテーター、オンラ

インの一日黙想会の同伴等もしています。 

私の使徒職すべてはまとめて言えば、

「『この私が本当に神様からこよなく愛さ

れている！』ということを、一人一人が腑

に落ちて信じるようになるための、ささや

かなお手伝い」です。黙想や聖書の分かち

合いが大好きで、私自身も新たな力をもら

い、支えられています。聖霊の導き、助け

に信頼しています。 

私は大分県で日蓮宗の家に生まれ、カト

リックの幼稚園で神様に祈ることを教わ

りました。そして社会福祉を学ぶために入

った大学がカトリックでした。

聖歌隊や入門講座で信仰が育

てられ、二十歳で洗礼を受け、

卒業前に援助修道会の門をた

たきました。 

シスターになってからは、

北九州の特別養護・養護老人

ホームや、東京の荒川区の精

神障害者の生活訓練施設やグ

ループホームで職員として働

きました。教会学校や、若いシスターの養

成の仕事もしました。 

海外に滞在した経験は、フランス 1 年 7

カ月、チャド 6 カ月、ケニア 4 カ月、カメ

ルーン 3 か月です。英語とフランス語は流

暢ではありませんが、外国人と話すのが好

きです。ベトナム語を話せるようになれた

らいいなと思っています。 

幟町教会のみなさんとこれから出会い、

信仰の家族、友となっていけると嬉しいで

す。神の栄光と人々の救いのため、みんな

で温かさを持ち寄りながら。 

分からないことだらけですのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

どうぞよろしくお願いいたします 
シスター 木村 恭子 
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宣教司牧評議会からの報告
コロナ禍も 3 年が経過しました。コロナ対策の意識も定着し、ミサ前の入堂もスムーズ

になりました。 

社会全般では、コロナの特性や対処法も普及しつつある中、対策を緩和する傾向にあり

ますが、教会においては、特に高齢者の方への配慮から、当面は従来の対策を継続したい

と考えています。 

信徒の皆さまにおかれましては、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

【主日ミサ⼊堂前のお願い】 

１．お名前・連絡先は、出来るだけご自宅にてご記⼊のメモ用紙をご持参ください。 

２．ご自宅にて検温済の方も、⼊堂前に再度検温をお願いします 

３．受付にてお名前・連絡先を記⼊される方は、マイボールペン持参にご協力お願いします。 

 

１．司教教書『ともに歩むあたたかさのある

教会をめざそう』                                         

復活祭の日、白浜司教さまは広島教区の福

音宣教に向かう新たな方向性（ビジョン）を

信徒に示してくださいました。 

信徒が一致して、ともに喜びをもって福音

を伝える教会に成長していけるように。私た

ち信徒も日々の生活や教会の中であたたか

さのある教会をめざすためのやさしさのあ

る言動を考えながら歩みたいと思います。 

皆さまのトレーに要約版リーフレットを

配布しています。または、司教教書全文は教

区ホームページにあるので活用ください。 

ダウンロード URL 

http://hiroshima.catholic.jp/kyosho/s

_kyosho_20220411.pdf 

 

２．幟町教会規約の改正等について                                                             

 ・現状に合わせて規程の改正・新規制定をおこ

ないました。 

【改定】：教会規約、宣教司牧評議会規程、

グループ規程 

【新規制定】：幹事会規程 

 

３．財務委員会からのお知らせ                                                                 

コロナ禍の影響もあり、維持費・献金収入

の減少が続いております。教会の活動は、信

徒の皆さまの維持費と献金により成り立っ

ています。お忘れのないよう維持費の納入を

お願いします。身の回りでちょっとした節約

をしていただき、少しでもよいので献金に回

していただくなど、信徒全員で教会を支えて

いきましょう。また、振込みによる維持費納

入を進めておりますので、ご理解とご協力を

お願いいたします。 

■献金 

日本の教会は信者数が少なく、小さな

教会です。少ない信者の献金で教会を維持

し、司祭の生活を支えなければなりません。

そのため日本ではミサの中で行われる献

金と、毎月定額を教会に納める維持費とい

う 2 つの献金を行っています。 

・ミサ献金 

ミサの中での献金はどこの国でも行わ

れているものです。自分の教会だけに使

われるのではなく、日本や世界の教会の

さまざまな教会の活動のためにも使われ

ています。 

・維持費 

教会費、月定献金とも呼ばれています。

各自の事情をふまえ、収入の 1～3 パーセ

ントを目安に毎月所属教会に納付します。



「平和の鐘」2022 年 6 月号（3） 

教会の維持管理、諸活動、司祭の生活費

などのために使われます。 

『ようこそ、カトリック教会へ－ともによ

り豊かな命をうけるために』（1999 年 10 月

31 日 第 6 版発行 編集責任：東京教会管

区）より 

 

４．幟町教会の２０２２年バザー開催日程につ

いて                                             

・ 例年は、１０月の最終日曜日に開催してお

りましたが、今年度は諸般の事情により１０

月２３日（日）に暫定的に決まりました。 

 

５．駐車許可証発行について（駐車共済会）                                                       

・ 今年度の駐車許可証発行を行っています。

手続きをお願いいたします。教会敷地内に駐

車される際は、必ず『駐車許可書』を運転席

フロントに掲示くださいますようお願いし

ます。 

・ 電話番号を必ず記入してください。緊急の

際に連絡することがあります。 

・  

６．聖堂清掃方法について                          

・ 清掃場所の書かれた、役割分担カードを皆

さんにお渡ししますのでご協力お願いしま

す。 

 

７．平和行事についてのお知らせ                    

・８月５日（金）・６日（土）に予定している平

和行事についての詳細は教区報をご覧くだ

さい。  
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編集後記 毎日のニュースを見ながら、「ことば」は発するだけでなく、受け入れる心

があって、はじめて成立するのだと実感している。さまざまな人が多くの言葉を発信し

ても届かないことで生まれる悲劇がいつ終わるのか。せめて私たちは、いろんな意見を

聞き、伝えることをあきらめないよう努めねばと思っている。（ひ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カトリック幟町教会 
 

〒730-0016  広島市中区幟町 4 番 42 号 
電話     082-221-0621 
ファクス   082-221-8486 
ホームページ http://noboricho.catholic.hiroshima.jp 

ミサの時間 
日曜日 7:30、9:30、14:30～（英語） 
第 1 日曜日 15:00（ポルトガル語） 
第 4 日曜日 11:30（ベトナム語） 
月の最後の日曜日 17:00（スペイン語） 
平日 7:00  金曜日 7:00、10:00 
土曜日 7:00、18:00（主日） 

主任司祭 荻 喜代治 神父 
助任司祭 三宅 仁孝 神父・パヴァン神父  シスター 小野島照子（援助修道会） 

4 月 16 日の復活徹夜祭で６人が受洗されました。 

新たな家族とともに、平和の実現に向けて信仰を

深めていきましょう。 

新しい家族をお迎えしました 

5 月 14 日（土）、子供ミサが行われまし

た。この日は 4 組もの新しい家族が来てく

ださり、にぎやかなミサとなりました。 

子供ミサは毎月第一土曜日に行っていま

す。場所は地下聖堂です。多くの子供たち

の参加をお待ちしています！ 

2022 年度の教会学校がスタートしまし

た。4 月 17 日の復活祭後に集まり、2 歳

から高校生の 20 人の子供が集まり、のレ

クリエーションなど楽しい 1 時間半を過ご

しました。今年度から幼児クラスも始まり

ます。ぜひ参加し、皆さんで楽しい教会学

校を過ごしましょう！ 

教会学校から 


